日本建築法制会議 第５９回 総会 議事録

日　時：２０１２年２月８日（水曜日）1４時～1６時３０分
場　所：東京都中央区京橋２丁目６番７号　京橋区民館４号室洋室

出席者：１０名（敬称略・50音順）　
大山  宏、山東和朗、竹川忠芳、辻 英一、辻村正美、平松朝彦、眞柄榮毅、
室田達郎、山田利行、柳澤孝次、
◎　主な情報発信（敬称略）と主な意見交換（⇒）
○　提出資料（真柄栄毅）
・「金森博雄カリフォルニア工科大名誉教授に聞く」、朝日新聞、2011年12月22日

・「地震対策古文書で探れ」、朝日新聞、2012年1月1６日
・「免震建物３割で可動部損傷」、朝日新聞、2012年1月26日
・「長さ100ｍ、ジャンボ鯉のぼりを泳がせる」、川口衞、日本風工学会誌、
第６６号、平成８年1月
　⇒5月3日（祝）加須市利根川河川敷：ジャンボ鯉のぼりの遊泳の見学に行きませんか！

・「電力用語解説」、電力１０社体制、電力自由化、発送電分離、再生可能エネルギーの全量買取制度、
スマートグリッドほか、ＮＩＲＡ（財・総合研究開発機構）2011年9月2日発行

・「電力改革委が初会合、経産相「地域独占見直す」、今夏メド結論　発送電分離が焦点、
日本経済新聞、2012年2月3日

・「地域間連系送電系統、東日本地域（50Ｈｚ），中日本地域（60Ｈｚ）、西日本地域（60Ｈｚ）」、

　　　　　　　　　　　　　戒能一成、RIETI,-Discussion-Paper,05-J-033(2005年)

・「建築群の「安全性」をコスト評価　有効手段としてのL.C.C.導入」、真柄栄毅、
日経アーキテクチヤ、１９８１年11月23日号、

⇒空間的・構造的な安全性（設計費・建設費etcのイニシャルコスト）＋時間的・機能的な安全性（
エネルギー費・保全維持費・解体費のランニングコスト）＝　Life　 Cycle 　Costing
・「再生可能エネルギーの固定価格買取制度」、資源エネルギー庁http://www.enecho.meti.go.jp/saiene/kaitori/index.html
⇒再生可能エネルギー源（太陽光、風力、水力、地熱、バイオマス）を用いて発電された電気を、一定の期間・価格で電気事業者が買い取ることを義務付けるもので、2012年7月1日からスタートする。
⇒特定規模電気事業者（ＰＰＳ：Power Products & Supplier）連絡先一覧
〇提出資料（辻　英一）
・「日本建築法制会議提出課題メモ、辻　英一、2011．12．19．

（1． 建築基本法、２．構造計算適合性判定　３．構造設計法　４．弁護士急増、５．東日本大震災）

　⇒　課題メモの（２．構造計算適合性判定）に関連した意見交換：
　⇒“第３８条”があるときには、設計者が自分の考えを主張する場であった。

　　　適判においても、設計者は自分の考えをキチンと述べることが肝要であろう。

　⇒1994年1月17日のＵＳＡのノースリツジ地震で壊れたオリーブ・ビュー病院は
壊れたにもかかわらず、その技術業績に賞を得たではないか！
・「弁護士志望２割就職難、日弁連　就職後も未登録」、朝日新聞、2011．12．16．
・「構造設計一級建築士　定期講習テキスト、平成２３年度」
・「新年を迎えて」、吉原浩晃、ＪＳＣＡ九州２０号、2012年1月

　⇒より具体的な適判機関における指摘・指導事項などを公開して欲しい。
· 書評紹介（竹川忠芳・石井智子）「東京駅の建築家　辰野金吾伝　、東　秀紀、講談社
〇提出資料（山田利行）
· ＪＳＣＡ旧岩崎家住宅見学会　資料、Ｊ　コンドルのメッセージ、演説「各種建物に関して近来の地震の結果」、明治25年、建築雑誌、６３号、６４号、６５号
○　提出資料（大山 宏）
・「建築基本法制定準備会ニュースレター」、第19号　平成２４年1月、
・「地震国日本にて、ジョサイア・コンドルの実像」鈴木博之、学士会会報
　Ｎｏ．８９２（２０１２－１）

・「マンション欠陥、事故起きなくても賠償を命令」、読売新聞、2012年1月10日
・「耐震不足見逃し、検査機関に１４億賠償命令」、読売新聞、2012年1月31日

・「アイスドーム有終の美　東海大旭川キャンパス　あすから一般公開」、北海道新聞、
2012年2月3日

・「商船三井ビル現役続行、耐震補強へ　神戸・旧居留地」、神戸新聞、2012年1月25日
・「材料の試験項目統一/高さ６０ｍ超す風力発電設備」、建設通信新聞、2012年2月6日

・「建築規制：浸水危険区域で滋賀県が検討」、毎日新聞、2012年1月4日
・「国土交通省：津波防災地域を総合的に推進するための基本的な指針とは」、

・「福島・二本松、新築マンションで高線量」、中日新聞、2012年1月16日

・「二本松の新築マンションで高線量　浪江で土台の材料採取」、朝日新聞、2012．1.16．

・「汚染砕石流通　二重三重の網かけが必要」、愛媛新聞、2012年1月29日

・「日本のメディアの病について」、内田樹、2012年2月4日

・「3・１１後のサイエンス：「餅屋」はどこにいる」、毎日新聞、2012年1月24日

・「渡辺謙さん、ダボス会議スピーチ原子力からの転換訴える」、東京新聞、2012。1。26。・「脱原発　横浜宣言　８項目を提言　世界会議閉幕」、東京新聞、2012年1月16日
・「原子力発電に依存しない社会の実現にむけて；内閣総理大臣宛」、
真宗大谷派宗務総長　安原晃、201112.28．

・「核燃料サイクル中止要求　民主７０人勉強会提言へ」、東京新聞、2012年1月25日

・「停止中の東海第二原発　廃炉へ動き活発化」、東京新聞、2012年1月5日

・「原発・緊急防護区域　滋賀県、独自予測で拡大」、京都新聞社、2012年1月28日

・「福島第一原発の現状」、４号機タンクの水位低下」、東京新聞、2012年1月8日

・「福島第一原発：東電ミス連鎖で深刻化事故調中間報告書」、毎日新聞、2011.12.2６．

・「原発事故人災で拡大　運転員、非常冷却経験なし」、東京新聞、2011年12月27日

・「シンポジウム：「建築の長寿命化に向けてー建築主と技術者の役割」のご案内、

主催サーツ　第１回　建築主の責任と技術者の役割、平成２４年3月7日、
第2回　ストック・既存建物利用の新しい潮流、平成２４年3月21日、
・「海底トンネル現場で落盤・浸水、作業員５人不明」、読売新聞、2012年12月8日

・「被ばく基準緩和　ＮＨＫ番組　原発推進団体が抗議」、東京新聞、2012年2月1日

・「低線量被ばく　揺らぐ国際基準」への抗議と要望について、ＮＨＫ総合テレビ追跡！

　　　真相ファイル番組（2011年12月28日放映）、合計１１２名、2012年1月12日、
〇　提出資料（辻村正美）

・「２１世紀における新たなエネルギーシステムの構築に向けた総合的研究」

、2012年2月24日（金）、25日（土）日本大学法学部１０１１講堂
